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	月
(時)
	〔主題名〕
教材名
	ね　　ら　　い

★教科・行事等との関連
	主な学習活動

（◎,○ 主な発問）
	仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	
	
	※　番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	10月
　②
	【寄りそう中で】
14　加山さんの願い

C(12)社会参画，公共の精神
	〇主人公のボランティア活動に対する心情の変化について話し合うことを通して，主体的に社会に関わることの意義について理解し，公共の精神を持って誰もが安心して生活できる社会を築いていこうとする意欲を育てる。
（Ｃ　社会参画，公共の精神）

	１　ボランティア体験を振り返る。
２　「加山さんの願い」を読んで話し合う。
◎加山さんが「肩の力みがぬけて何をするのも楽になった。」のは，どうしてだろう。
３　人間同士が支え合って生きていくために大切なことは何かについて，自分事として考え，発表し合う。
○人間同士が支え合って生きるために大切なことは，どのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	[bookmark: _heading=h.gjdgxs]③中心的な発問では，加山さんと中井さんや田中さんとのやりとりを通して，ボランティアを受ける側は何をしてほしいと思っているか気　づかせる。

	③
	【将来の自分を見つめて】
15　好きな仕事か安定
かなやんでいる

	〇職業選択に関する様々な立場からの意見について考え，勤労の尊さや意義を理解すると共に将来の生き方について考えを深め，充実した生き方を追求し実現しようとする心情を育てる。
（Ｃ 勤労）
	１　漫画の中のせりふについて考える。
２　「好きな仕事か安定か悩んでいる」を読んで話し合う。
◎あなたが一番共感できるのは，誰の意見だろう。それは，どのようなところだろう。
３　進路を選択するときに大切なことはどのようなことか考える。
○進路を選択するときに大切なことはどのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問ではグループでの意見交換を通して多面的・多角的に考えさせる。

	④
	【次世代のにない手として】
16-１　缶コーヒー


	〇登場人物の言動についての話し合いを通して，公共の場での決まりの意義を理解し，決まりを守ることの大切さを自覚すると共に，みんなが安心して過ごせる社会を築こうとする心情を育てる。
(Ｃ　遵法精神，公徳心)
	１　経験を振り返る。
２　「缶コーヒー」を読んで話し合う。
◎女性の様子を見ていた竹内さんは，どうして怒っているのだろう。
〇より良い社会を創っていくために心掛けなければいけないことは，どのようなことだろう。
３　本時のまとめをする。
	③中心的な発問では，主人公は被害者だが，自分自身の行動にも問題があることに気付かせながら，ねらいとする道徳的価値について話し合わせる。

	11月
　①
	【次世代のにない手として】
16-２　缶コーヒーを
めぐるやりと
りの場面をや
ってみよう

	〇缶コーヒーをめぐるやりとりの場面を役割演技することを通して，責任を他人だけに押し付けたり，自分だけで抱えこんだりすることなく，みんなが安心して過ごせる社会を築こうとする態度を育てる。
(Ｃ  遵法精神，公徳心)
	１　前時の学習を振り返る。
２　「ＡＣTION!」を行う。
３　本時のまとめをする。

	③友達の考えと自分の考えを比較したり，自分に置き換えたりして，多面的・多角的に話し合わせる。

	
②
	【情報モラルと友情】
17　合格通知


	〇SNSを使用する際の注意点を考えることを通して，互いの正しい理解によってより豊かな人間関係が築けることが分かり，心から信頼できる真の友情を育てようとする態度を育てる。
(Ｂ　友情，信頼)
	１　親友についての事前アンケートの結果から，学級の実態を確認する。
２　「合格通知」を読んで話し合う。
◎舞は，両手で頭を抱え込んで自分の席に座っているとき，どのようなことを考えていたのだろう。
３　友達関係を深めるために必要なことを考え，話し合う
○友達と良い関係を築くためにはどのようなことが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	①みとめあう心（参考資料）６「生き生きと自分らしく生きる」を活用する。
③舞の祝福と，自分も頑張るぞという思いから投稿したことを押さえさせ，主人公の心の葛藤について話し合わせる。

	③
	【恩恵に感謝して】
18　よみがえれ，日本
　海！


	〇一漁師の思いや多くのボランティアの人々の日本海をよみがえらせる行動を通して，自然をいとおしみ感謝する心や，自然環境を守り抜こうとする態度を育てる。
(Ｄ　自然愛護)
	１　自然について，感じていることや思っていることを出し合う。
２　「よみがえれ，日本海！」を読んで話し合う。
◎間海吉春さんは，ボランティアの人々のどのような姿や気持ちに心を打たれたのだろう。
３　「自然を守る」ための活動には，どのようなものがあるか話し合う。
○自分が関わっていけそうな「自然を守る」ための活動には，どのようなものがあるだろう。
４　本時のまとめをする。
	②WWFジャパンHP 「海洋プラスティック問題について」を見せ，教材への関心を高めさせる。
③中心的な発問では．ボランティアの人々が漁師らの思いを受け取り，海に対する感謝の気持ちや尊敬の心を持って活動していることについて話し合わせる。

	④
	【差別や偏見をなくすために】
19　伝えたいことがあ
　  る


	〇差別や偏見を許さない断固とした姿勢で戦う大石さんの姿に共感することで，誰に対しても公正，公平に接し，差別や偏見のない社会の実現に努めようとする態度を育てる。
(Ｃ　公正，公平，社会正義)
	１　差別や偏見について知っていることを発表し合う。
２　「伝えたいことがある」を読んで話し合う。
◎大石さんの決意を支えたものは，何だろう。
３　どうしたら差別や偏見をなくせるか話し合う。
○差別や偏見のない社会を築いていくために必要なのは，どのようなことだろう。
４　本時のまとめをする。
	②みとめあう心（参考資料）７「障害を理解しともに生きる」を活用する。
③中心的な発問では，自分が受けてきた差別や偏見から目を背けずに語ることが，より良い社会の実現につながることについて話し合わせる。

	12月
　①
	【伝統を創るもの】
20　受けつがれる思い  


	〇悩んだり，諦めかけたりしながらも，最後までサッカー部の活動を続けた主人公たちの姿を通して，互いに協力し合い励まし合ってより良い校風づくりに努めようとする意欲や態度を育てる。
(Ｃ　よりよい学校生活，
集団生活の充実)
	１　学校全体で取り組んだ体育大会，合唱祭等の体験を振り返る。
２　「受けつがれる思い」を読んで話し合う。
◎どのような思いで，「任せたぞ。」「頼んだぞ。」と言って，グラウンドを去ったのだろう。
○伝統とは，どうやって創られていくのだろう。
３　より良い学校や校風をつくるためには，どのような気持ちや考えが大切か話し合う。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問では，練習後の挨拶やグラウンドの整備という形式的なことではなく，その中にどのような思いが込められているのかについて話し合わせる。

	
②
	【より高い目標を目指して】
21　高く遠い夢


	〇いくつになっても夢を持ち，諦めずに一歩一歩努力を積み上げていく作者の姿を見つめることを通して，より高い目標の実現を目指して，最後まで粘り強く自らの人生を着実に切り拓いていこうとする意欲を育てる。
(Ａ　希望と勇気，克己と強い意志)
	１　漫画を読んで，自分の経験を振り返る。
２　「高く遠い夢」を読んで，話し合う。
◎作者が，世界最高齢でのエベレスト登頂を成し遂げられたのはなぜだろう。
３　より高い目標を目指して生きていくために，必要なことについて話し合う。
〇より高い目標を目指して生きていくために必要なことは何だろう。
４　本時のまとめをする。
	③自己を見つめる発問では，困難や挫折があっても目標達成に向かおうとする強い意志の大切さなどについてワークシートに記述させる。

	１月
①
	【心から信じ合える友を】
22　ライバル同士の友
情―スピードスケ
ート小平奈緒と李
相花


	○小平選手と李選手の二人の関係を通じて，友情と信頼の意義を理解し，友情を深めようとする態度を育てる。
(Ｂ　友情，信頼)

	１　小平選手について教師の説明を聴く。
２　「ライバル同士の友情―スピードスケート　小平奈緒と李相花」を読んで，話し合う。
◎小平選手と李選手は，それぞれ相手のことをどのように思っているのだろう。
３　友情を深めるために大切なことについて話し合う。
〇友情を深めるために必要なことは何だろう。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問では，お互いが相手を認め尊敬し，信頼し合っていることについて話し合わせる。

	
②
	【価値をめぐって】
23-１　しあわせ


	〇それぞれの感じる「しあわせ」について学級で意見交換を行う場面を通して，それぞれの立場を尊重し，寛容の心を持って，いろいろなものの見方や考え方があることを理解しようとする態度を育てる。
(Ｂ　相互理解，寛容)
	１　価値の違いを感じた経験を振り返る。
２　「しあわせ」を読んで話し合う。
◎考え方の違いを知ることがスタートなら，ゴールは何を目指していったら良いだろう。
３　それぞれの考え方が認められ，生かされるためにどうしたら良いか，話し合う。
〇お互いの考え方がそれぞれ認められ，生かされるためには，どうしたらよいだろう。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問では，いろいろなものの考え方を学び，他者と共に生きるという自制を伴った気持ちを持って判断し，行動することの大切さについて話し合わせる。

	
③
	【価値をめぐって】
23-２　おたがいの｢ち
がい｣を認め合
おう

	〇グループで違う意見が出たときにどうすればよいか話し合う活動を通して，それぞれの立場を尊重し，理解しようとする態度を育てる。
(Ｂ　相互理解，寛容)
	１　前時の学習を振り返る。
２　「ＡＣTION!」を行う。
３　本時のまとめをする。

	③グループで違う意見が出たときにどうすればよいか，多面的・多角的に考えさせながら話し合わせる。

	２月
①
	【弱さと向き合って】
24　足袋の季節


	〇おばあさんを裏切った許せない自分を受け止めながら前向きに生きる作者の姿に共感し，自らの弱さや醜さを克服する強さをもち，人間として気高く生きようとする態度を育てる。
(Ｄ　よりよく生きる喜び)
	１　漫画と同じような経験を振り返る。
２　「足袋の季節」を読んで話し合う。
◎おばあさんの死を知り，「無性に自分に腹が立ってしようがなかった。」のはなぜだろう。
３　過ちや失敗に気付いたとき，人間としてどう行動することが必要か話し合う。
〇過ちや失敗に気付いたとき，人間としてどう行動することが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	②教材を読ませる前に，漫画を読ませ，自分を変えることの難しさを感じさせる。
③中心的な発問では，自らの行いを責め，どうすることもできずに苦しんでいる気持ちについての考えを持たせてから，グループで話し合わせる。

	
②
	【その子の世界，私の世界】
25-１　その子の世界
　　   私の世界


	〇４枚の写真を見て，世界の子供たちを取り巻く現実について考えることを通して，国際的視野に立って国際社会の問題を理解し，世界の平和と人類の幸福に貢献しようとする心情を育てる。
(Ｃ　国際理解，国際貢献)
	１　世界で起こっている問題を挙げる。
２　４枚の写真を見て考える。
◎どんな意見や感想が出たか発表しよう。
３　世界の子供たちの現実を知って思ったこと，考えたことなどを書く。
〇世界の子供たちの現実を知って思ったこと，考えたことなどを書こう。
４　次時の学習の内容を伝える。
	③自己を見つめる発問では，貧困問題（児童労働）についての問題点を把握させながら，ワークシートに記述させる。

	③
	【その子の世界，私の世界】
25-２　そのこ


	○「その子の世界」と「私の世界」の違いを話し合い，国際社会の問題解決について考え，世界の平和と人類の幸福に貢献しようとする態度を育てる。
(Ｃ　国際理解，国際貢献) 

	１　前時の学習を振り返る。
２　「そのこ」を読んで考える。
◎「誰かぼくにおしえてほしい」という作者の言葉には，どのような思いが込められているのか。
○日々の生活の中で，「そのこのみらいのためになにができるか」考えてみよう。
３　「その子の世界，私の世界」の２時間の学習を振り返って考える。
	③中心的な発問では，これといった解決策がすぐには見つけ出せない深刻な問題であることについて，思ったことや考えたことをワークシートに記述させる。

	④
	【新しいものを生み出すには】
26　日本から世界へ，
そして宇宙へ―イ　　
ンスタントラーメ
ンの誕生

	○新しいものを開発するために追究を続ける安藤百福の姿を通して，真実を大切にし，真理を追究して新しいものを生み出すために努力しようとする意欲を育てる。
(Ａ  真理の探究，創造)

	１　教材の人物について触れる。
２　「日本から世界へ，そして宇宙へ―インスタントラーメンの誕生」を読んで話し合う。
◎安藤百福が開発において，「これでもかこれでもかと追究する」のは，なぜだろう。
３　真理を探究して新しいものを生み出すために必要なことを話し合う。
〇新しいものを生み出すときに必要なことは何だろう。
４　本時のまとめをする。
	③中心的な発問の前の二つの基本発問で，安藤百福が開発を始める場面と研究に励んでいる場面について，多くの考えに触れさせながらグループで話し合わせる。

	３月
①
	【人っていいなあ―思いやりの連鎖】
27　一冊の漫画雑誌


	〇被災地において自分がすべきことを考え行動しようとしている人たちの気持ちを考えることを通して，思いやりの心を持ち，互いに助け合い，心の絆を大切にしながら共に生きていこうとする心情を育てる。
(Ｂ  思いやり，感謝)
	１　東日本大震災の様子を知る。
２　「一冊の漫画雑誌」を読んで話し合う。
◎子供たちのどのような思いが，募金箱を設置させたのだろう。
３　助け合い，協力し合うために必要な気持ちについて考える。
○助け合い，協力し合うためには，どのような気持ちが必要だろう。
４　本時のまとめをする。
	①防災副読本（参考資料）１章❸「一歩一歩力強く　語り部として」を活用する。
③中心的発問では．他者からの助けや励ましに感謝する気持ちが，互いに支え合うことのすばらしさに気付かせ，また人に思いやりの心をもたらすことは何かについてワークシートに記述させる。

	
②
	【自ら社会参画を】
28　社会からの無言の
　  賞賛を感じる感性


	〇表立って感謝されることはないが，誰かが行わなければならない仕事を引き受けている人たちの姿について考えることを通して，社会参画の意識と社会の一員としての自覚を深め，進んで社会の発展のために努めようとする態度を育てる。
(Ｃ  社会参画，公共の精神)

	１　漫画の中にある言葉について自分を振り返って考える。
２　「社会からの無言の賞賛を感じる感性」を読んで話し合う。
◎内田氏は，どのような気持ちで，「『雪かき仕事』に対する敬意が欠けている」と言ったのだろう。
３　どういう人々の，どのような心や感性が，社会を支えているのかについて話し合う。
○どういう人々の，どのような心や感性が，社会を支えているのだろう。
４　本時のまとめをする。
	③自己を見つめる発問では，感謝の言葉がなくても雪かきをする人の充実感とは何かを考え，社会の一員としての自覚について話し合わせる。





仙台版スタンダードカリキュラム題材の指導計画
